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はじめに 

臼井屋敷跡遺跡は、中世の台地整形区画、土塁、

地下式坑、土坑、道路跡が検出された。また、縄

文時代後期、弥生時代中期、奈良・平安時代の集

落も確認され複数の時代が混在する遺跡である。

臼井屋敷跡遺跡に隣接する吉見城跡は、城郭の一

部の調査を実施し、土塁、空堀、地下式坑、台地

整形区画等が確認できた。 

ここでは、臼井屋敷の名称の所以となる中世の

遺構について説明する。 

遺跡の立地と周辺の遺跡 

臼井屋敷跡遺跡及び吉見城跡は、下総台地のほ

ぼ中央、印旛沼の南岸に所在し、鹿島川と手繰川

によって開析された標高約 30ｍの台地上に立地す

る。台地西側には単郭構造をとる生
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ての地下式坑や土坑墓群が検出され、多数の武蔵
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が所在し、当地域でも重要な拠点として機能した。 

臼井屋敷跡遺跡と吉見城跡の調査概要 

臼井屋敷跡遺跡第10次調査地点では西側に舌状

に張り出した台地の基部に屋敷の主区画とされる

一辺 25～30m の方形に掘り込まれその周囲を高さ

1m ほどの土塁で囲まれた区画が存在した。主区画

の南側には地山を削り平坦に整形した部分が確認

でき、門跡を伴う虎口と思われる。区画内部には

天井を持つ主室に入口となる縦坑を伴う６基の地

下式坑が配される。明確な建物跡は確認されてい

ない。また、主区画の西側には堀切を挟んで平場

が存在する。土塁等の痕跡は確認できず明確に区

画されていない。検出された遺構は小規模な土坑、

室状の土坑、小ピットが主であり、主区画同様、

建物跡は確認できなかった。しかし、いずれも小

ピットが多数検出されていることから、簡易な建

物が建てられていた可能性も考えられる。 

第 2 次調査地点は、第 7 次調査によって検出さ

れた道路の西側に面する。200 基を超える土坑、小

ピットが検出され、溝状遺構あるいは柵列によっ

ていくつかの区画に区分されているようであるが、

建物跡は検出されていない。 

第 4次調査地点では、幅 5ｍ以上、長さ 50m を越

える大規模に整形された平場が検出されている。

明確な建物跡は検出されていないが、小ピットが

多数検出されていることから、簡易な建物が建て

られていたことが推定できる。また、北側には道

路側に張り出した部分に 6 基の地下式坑が作られ

た区画を有している。第 10 次調査地点で検出され

た地下式坑と異なり、斜面を利用して横から入れ

るよう階段状の入口を有している。 

第 5 次 2 区及び第 6 次調査地点では、第 7 次調

査地点で検出された道路に沿って、道路面よりも

一段高い位置より台地整形区画が検出されている。
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区画の縁辺に沿うように溝が巡っており、虎口と

思われる切れ目が確認できる。その内側からは土

坑、方形竪穴状遺構が検出されている。 

第７次調査では、現在の道路とほぼ並行するよ

うに道路状遺構が検出され、吉見城跡を通って南

へ延びていることが確認できた。道路状遺構は楕

円形の土坑がほぼ等間隔で枕木状に並んで検出さ

れた。小礫等を充填した痕跡は確認できなかった

が、凹面の含土は硬く締められている。 

いずれの地点も出土遺物は少量である。13～15

世紀代の擂鉢、かわらけ、青磁碗、縁釉皿、香炉、

片口鉢、壷、茶入れ等の生活雑器が主体である。 

吉見城跡では、その一部とされる西端の二重土

塁や空堀、平坦部の調査を行い地下式坑、建物跡、

土坑、溝状遺構を検出している。土塁自体は、16

世紀代の構築と考えられ、3度の拡張・補修がなさ

れたと推測される。遺物は 13 世紀後半から 15 世

紀代の甕、瓶子、皿、瓦質香炉、火鉢等が出土し

ており、土塁構築以前にも城として機能していた

ことが窺える。これは臼井屋敷跡と時期的に重な

るものであり、両者の関係性が重要視される。 

第 2 次調査では西端より同城に伴うと思われる

柵列を伴う溝状遺構が検出されている。また、地

下式坑 4 基と大規模な台地整形区画が検出されて

いる。台地整形区画内からは柱穴が多数検出され、

7棟の建物跡を組むことができた。遺物は擂鉢、内

耳鍋、かわらけ、染付け碗などが出土しているが、

これらは 18～19 世紀代のものが主であり、検出さ

れた建物跡もこの時期のものと思われる。 

屋敷地の空間利用 

 屋敷は主屋（おもや）をはじめ生活や生産に必

要な諸施設によって構成される。構成する施設と

しては、主屋の他に厩や作業場、倉庫、また墓地

などが上げられ、これらの諸施設は地形の造成な

どを行いながら機能的に配される。 

 臼井屋敷跡遺跡の場合、主区画と考えられてい

る第10次調査地点の土塁に囲まれた部分において

は、明確な建物跡は検出されていない。しかし、

他の場所と異なり、土塁によって明確に区画され

ていること、入口となる虎口を有していること、

倉庫として使用されたであろう地下式坑が多数検

出されていること、井戸が検出されていること、

また出土している遺物が少量ではあるが、生活雑

器が主体となっていることから、柱穴を持たない

簡易な建物が存在していたことは想定できる。以

上から、この区画が主屋を有した居住空間であっ

た可能性は否定できない。 

堀切を挟んだ西側の平場においても多数の小ピ

ットは検出されているものの明確な建物跡は確認

できなかった。合わせて第 2 次調査区においても

200 基を越える土坑、小ピットが検出されているも

のの建物跡は確認できなかった。このことから、

道路から西側の舌状に張り出す台地上の広い範囲

は、居住空間に隣接し倉庫などが立ち並ぶ貯蔵施

設、あるいは墓域であることが想定される。 

第 4 次調査地点は大規模な台地整形区画によっ

て平場が形成されている。この平場は曲輪状を呈

し、1段だけではなく台地下の水田面から同様の曲

輪状の平場が数段構築されていることが現況から

も確認できる。平場から検出されたピットは貧弱

なものであり、また硬化面等も確認できていない

ことから、居住空間としては考えにくいが、倉庫

等に使用されたと思われる地下式坑や井戸が検出

され、また水田が広がる谷津頭に面していること

から、稲作等に伴う生産のための施設あるいは作

業場として使用されていたのではないだろうか。 

第 5 次 2 区調査地点では、建物跡は検出されて

いないが、台地整形区画が道路に隣接し平行して

構築され、また道路よりも一段高く構築されてい

る。また、虎口と思われる溝の切れ目が存在する

ことから、他の区画とは明らかに異なっている。

これらの点から、建物跡は検出されていないもの
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臼井城跡

間野台・古屋敷遺跡

飯重城跡

生谷屋敷跡

生谷館跡

臼井屋敷跡遺跡

吉見城跡

第1図　周辺の遺跡（Ｓ＝１／25,000）



－12－

第6次
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第4次

第5次-1

第5次-2

第10次
第7次

第2次

第11次

吉見城跡第２次

第2図　臼井屋敷跡遺跡・吉見城跡調査地点（Ｓ＝1／2,500）

地下式坑

虎口(出入口）

堀切

堀

土塁

東側平場

第3図　臼井屋敷跡遺跡第10次調査地点（Ｓ＝１／1,250）
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第4図　臼井屋敷跡遺跡第２次調査地点（Ｓ＝１／800）

第5図　吉見城跡（第２次）　柵列を伴う溝状遺構（Ｓ＝１／400）

確認調査範囲

共有地

墓・倉庫

推定屋敷地

第6図　臼井屋敷跡の空間利用想定図（Ｓ＝１／3,000）
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台地整形

地下式坑群 地下式坑

台地整形

臼井屋敷跡遺跡（第５次）２区　全景 臼井屋敷跡遺跡（第５次）2区　近接

吉見城跡（第１次）　全景臼井屋敷跡遺跡（第７次）道路状遺構

吉見城跡（第２次）柵列を伴う溝状遺構

台地整形
吉見城跡（第２次）台地整形区画

台地整形

台地整形

臼井屋敷跡遺跡（第４次）　全景 臼井屋敷跡遺跡（第４次）検出　地下式坑群




